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1.東北大学での衛星画像データベース構築の主な経緯
(1) 1988年・東北大学理学部でNOA Aの受信開始
1990年・東北画像データペース（TIDAS）の公開
(2) 1996年・東北大学大型計算機センターでNOA Aの受信開始
・日本画像データペース υAIDAS）の公開
(3) 1999年・東北大学東北アジア研究センターの国際共同研究の一I賓として、
ロシア科学アカデミーシベリア支部でNOA Aの受信と即時
データ転送の開始
・シベリア画像データベース、モンゴル画像データペースの公開
(4) 2000年・東北大学東北アジア研究センタ｝の国際共同研究の一環として、
アラスカ大学で受信したNOA Aの即時データ転送開始
(5) 2001年・東北大学ノア画像データベースの公開予定
第1湖 1988年～1995年理学研究科の川村教授を中心とする「受信～画像
データペース構築」の一環システムの構築
第2期 1996年～1998年大型計算機センターを中心とするシステムの発展
第3期 1999年～2000年東北アジア研究センターを中心とする国際共同研究
へ展開
3.東北大学での…日当りの衛星画像データのデータ量
表一日当りのデータ処理量の推移（GB)
期間｜ データ量：主な担当部局 ｜計算機
第 1期｜ 0.5：理学研究科での受信データ I Mini 
第2期｜ 1.5：大型計算機センターでの受信 I ws 
第3期 1 4.0：東北アジア研究センター（2.5GB)I PC 
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2.東北大学での衛星画像データベースの利用実績
表 日本画像データベース
年度 出力画像枚数 備考
1993 (HS) 2,384 TIDAS 
1994 (H6) 7,834 
1995 (H7) 26,907 JAIDAS 
1996 (HS) 42,776 
1997 (H9) 80,772 
1998 (H10) 74,241 
1999 (H11) 130,467 
4.東北大学東北アジア研究センターでのノア方針
ステージl：新だなデータの受信
生データとしての保管・管理、データ漉得、それ自体が一つの
共同研究の成果である．
ステージ2：データ解析
基本データ作成が含まれ、そのデータ解析そのものが、それぞ
れのプライオリティーを主張でき、それを様々な形で公開する．
ステージ3：：地球物理学的研究
例えば、理学研究科の川村宏教授のような海洋気象データなど
として待化したデ｝タ解析と利用が仔われるステージである，
東北大学ではヤマセ、エルニーニョ関係、森林火災の解折、雪
の解析などで研究成果が多致ある．
ステージ4：人間・環境・文化・生活等の人間の営為との関わりを究明
する研究
本センターがノアデータを利用する基本線として、このステー
ジを愚終目標とし、その具体化に向けて慌々な試行錯誤を操り返
し，社会的な還元．国際的な還元をしていく。
さしあたり、中閣に関わる 10年程度のデータ処理でどのよう
なことが可能かの各種検討を開始している，
5.東北大学ノア画像データベース構築計画（2001年度）
( 1 ）日本画像データベース
( 2）シベリア画像データベース
( 3）モンゴル画像データベース
( 4）アラスカ画像データベース
( 5）中国画像データベース
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6.東北大学の今後の衛星画像データベース構築計画
(1)東北大学ノア画像ヂータベースの継続と対象地域の拡大事
(2）研究インフラとしての衛星画像の共同研究支援体制の整踊
(3）国際共同研究を活かした衛星データの蓄積と公開
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7. 21世紀の環境問題に必要な衛星画像データベースの提案
日ロ国際共同研究
21 世紀の凍境問題を早急解決するためには、ノア衛星の1000憶の分解織を有
する1メートル級の衛星画像の利用が不可欠である．日本でこのクラスの阻像を
購入する場合、 5キロメートル四方で17万円と高額であり、また受信局を殺掻
するためには15～20億円規慎の予算と毎年の運用経費が必要となる．
そこで‘これまでの東北大学の日ロ共同研究の実績からウラジオストクに受信
局を設置し．受信したデータを海底ケーブル経由によりリアルタイムで東北大学
へ伝送し、東北大学で磁像化し、データベース化することを計画した．このフラ
ンは既にロシア側もTi;.済みであり、支にロシア製の1メートル級図像が得られ
る衛星を中心に計商している．この方法ならば、日本で受｛君局を設置する場合の
3分のl程度の予算で実現可能である．
観測l巾（km)
27-40 
20,200 
表 1メートル級衡墨画像の得られる衛星
衛星名 ｜打ち上げ年｜ 分解能（m)
(1)良則urce-DKI 2001 I 1-4 
(2) System I 却03・叩osI 1-2. 2・50
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